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あ
る
と
聞
く
。
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　
問
題
解
決
が
図
ら
れ

る
機
会
が
増
え
る
た
め
苦
情
が

減
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

議
員　
中
学
校
の
授
業
時
間
の

増
加
に
伴
う
夏
季
休
業
の
短
縮

に
つ
い
て
、
短
縮
さ
れ
る
期
間

と
、
授
業
内
容
を
伺
う
。

教
育
部
長　
８
月
の
終
わ
り
に

５
日
間
、
通
常
の
授
業
を
行
う

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　
先
生
、生
徒
、地
域
等
の

絆
づ
く
り
に
も
な
る
行
事
等
を

集
中
的
に
行
っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
一
つ
の
考
え
と
し
て

学
校
側
に
問
題
提
起
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
三
鷹
市
自

治
基
本
条
例
に
つ
い
て

議
員　
児
童
・
生
徒
の
健
全
育

成
に
関
す
る
警
察
と
学
校
と
の

相
互
連
絡
制
度
に
お
け
る
連
絡

と
110
番
通
報
の
基
準
を
伺
う
。

教
育
部
長　
学
校
内
の
対
応
だ

け
で
は
解
決
が
難
し
い
場
合
に

校
長
の
判
断
で
連
絡
す
る
。
110

番
通
報
が
必
要
な
事
案
は
制
度

と
関
係
な
く
通
報
す
る
。

議
員　
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
と
は
性
質

が
異
な
る
「
父
親
の
会
」
に
は

期
待
が
大
き
い
。所
見
を
伺
う
。

教
育
長　
学
校
教
育
へ
の
理
解

を
深
め
た
り
家
庭
教
育
面
へ
の

効
果
、
地
域
活
動
に
参
加
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
る
。

議
員　
父
親
の
会
設
置
校
は
ク

レ
ー
マ
ー
等
が
少
な
い
傾
向
に

議
員　
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
が
、
介
護
や
見
守
り
が

必
要
な
高
齢
者
を
把
握
せ
よ
。

健
康
福
祉
部
長　
民
生
委
員
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
訪
問
・
相
談
等
を
実
施
し
、

把
握
・
支
援
に
努
め
て
い
る
。

議
員　
在
宅
医
療
・
介
護
を
可

能
に
す
る
に
は
多
様
な
機
関
の

連
携
が
必
要
だ
。見
解
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長　
介
護
保
険
法

改
正
に
よ
る
訪
問
看
護
の
充
実

な
ど
の
情
報
提
供
や
相
談
体
制

の
整
備
を
行
い
た
い
。

議
員　
一
人
で
在
宅
介
護
を
担

う
家
族
を
支
援
す
る
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
課
題
を
聞
く
。

健
康
福
祉
部
長　
家
族
介
護
者

へ
の
支
援
に
取
り
組
み
、
負
担

軽
減
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

時
に
、
そ
れ
ま
で
の
利
息
や
残

債
も
含
め
て
引
き
受
け
る
の
が

本
来
の
姿
だ
。
債
務
を
引
き
取

っ
て
い
な
い
の
は
問
題
だ
。
い

わ
ば
隠
れ
債
務
で
は
な
い
か
。

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

第
二
副
市
長　
早
期
に
縮
減
を

図
る
が
、
市
の
財
政
状
況
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

議
員　
当
該
未
払
金
が
貸
借
対

議
員　
東
日
本
大
震
災
と
東
京

電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
の
影
響
に
よ
る
市
内
へ
の

避
難
者
向
け
に
、
市
独
自
で
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　
内
容
に
よ
り
特
に
有
益

性
が
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
震
災
等
緊
急
雇
用
対
応

事
業
の
募
集
情
報
が
避
難
者
優

先
と
分
か
る
形
に
す
べ
き
だ
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

関
係
機
関
と
密
に
連
携
し
、
し

っ
か
り
と
情
報
を
伝
え
た
い
。

議
員　
避
難
生
活
の
長
期
化
に

伴
い
、
今
後
は
長
期
的
見
通
し

を
持
っ
た
住
宅
や
就
労
等
の
支

援
の
充
実
が
必
要
だ
。

市
長　
今
後
も
で
き
る
限
り
の

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
土
地
開
発
公
社
の
借
入

金
が
未
だ
に
64
億
円
弱
残
っ
て

い
る
。
三
鷹
市
は
当
該
土
地
を

既
に
公
社
か
ら
買
い
取
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
借
入
債
務
を

公
社
に
残
し
て
い
る
。
市
は
、

公
社
の
借
入
債
務
を
保
証
し
て

い
る
以
上
、
こ
の
額
を
必
ず
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公

社
か
ら
土
地
を
購
入
す
る
と
同

聞
く
。
本
市
で
は
ど
う
か
。

教
育
長　
多
く
の
教
員
は
生
き

が
い
と
意
欲
を
持
っ
て
働
い
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　
教
職
員
の
病
気
休
職
者

は
年
々
増
加
し
、
特
に
精
神
疾

患
で
の
休
職
者
の
増
加
が
著
し

い
。
本
市
の
現
状
を
伺
う
。

教
育
部
長　
病
気
休
職
の
教
職

員
は
５
名
だ
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
相
談
窓
口
等
の
周
知
や
健
康

管
理
の
徹
底
を
進
め
て
い
る
。

議
員　
小
学
校
１
年
生
の
35
人

学
級
導
入
の
成
果
を
聞
く
。

議
員　
都
の
公
立
小
学
校
教
員

の
構
成
は
20
～
30
歳
代
が
７
～

８
割
の
学
校
も
あ
る
。
少
な
い

50
歳
代
教
員
に
負
担
が
増
し
経

験
等
を
若
手
教
員
に
継
承
で
き

ず
、
新
規
採
用
教
員
は
研
修
を

受
講
し
な
が
ら
担
任
を
持
つ
過

酷
な
実
態
な
の
で
は
な
い
か
。

本
市
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

教
育
部
長　
新
規
採
用
教
員
が

多
く
、
中
堅
教
員
が
少
な
い
。

若
手
教
員
の
育
成
が
課
題
だ
。

議
員　
年
齢
の
増
加
に
伴
い
教

員
の
労
働
意
欲
が
低
下
す
る
と

議
員　
バ
ス
は
市
の
幹
線
道
路

を
走
っ
て
お
り
、
通
勤
、
通
学

の
た
め
の
重
要
な
交
通
機
関
で

あ
る
た
め
、
そ
の
定
時
運
行
は

重
要
だ
。
市
内
の
交
通
渋
滞
発

生
場
所
、
原
因
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
技
監　
都
道
を
中

心
に
発
生
し
て
い
る
。
右
折
車

線
等
を
設
置
で
き
な
い
こ
と
な

ど
が
原
因
で
あ
り
、
都
に
交
差

点
改
良
工
事
の
早
期
完
成
を
要

請
す
る
と
と
も
に
、
市
内
都
市

計
画
道
路
の
早
期
整
備
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
杏
林
大
学
病
院
前
で

は
、
休
日
明
け
の
午
前
中
に
深

刻
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
生

活
道
路
に
ま
で
影
響
を
与
え
て

い
る
。
認
識
と
対
策
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
技
監　
来
院
者
の

駐
車
場
待
ち
が
一
つ
の
要
因

だ
。
駐
車
場
の
北
側
か
ら
右
折

し
よ
う
と
す
る
車
の
進
入
を
制

限
し
、
直
進
を
促
す
こ
と
で
渋

滞
緩
和
を
進
め
て
い
る
。

議
員　
市
内
の
工
場
数
と
商
店

数
が
近
年
減
少
傾
向
だ
。
①
財

政
や
市
民
生
活
向
上
の
面
で
、

議
員　
駐
車
場
の
確
保
に
つ
い

て
病
院
側
に
対
応
を
求
め
る
必

要
が
あ
る
。市
の
対
応
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
技
監　
周
辺
交
通

へ
の
影
響
を
減
少
さ
せ
る
た

め
、拡
充
等
を
要
請
し
て
い
る
。

議
員　
病
院
の
周
辺
で
車
を
使

用
す
る
自
営
業
者
等
は
、
渋
滞

が
発
生
す
る
と
身
動
き
が
取
れ

な
い
事
態
に
陥
る
。
生
活
道
路

に
対
し
て
の
対
策
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
技
監　
病
院
側
は

生
活
道
路
の
出
入
り
口
を
空
け

る
よ
う
誘
導
し
て
い
る
。
協
議

を
進
め
、
対
応
を
考
え
た
い
。

議
員　
公
共
交
通
機
関
の
利
用

呼
び
か
け
は
、
一
定
の
渋
滞
緩

和
に
つ
な
が
る
。
病
院
側
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
技
監　
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
、
車
の
利
用
の
自
粛

の
呼
び
か
け
や
、
ビ
ラ
の
配
布

を
行
っ
て
い
る
と
聞
く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
平
和
施
策

に
つ
い
て

産
業
振
興
が
い
か
に
重
要
な
課

題
で
あ
る
か
を
市
民
全
体
で
共

有
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
よ

②
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
、

太
宰
治
文
学
サ
ロ
ン
等
の
来
訪

者
や
市
内
へ
の
通
勤
者
に
向
け

た
意
向
調
査
の
実
施
を
支
援

し
、
産
業
振
興
策
に
生
か
せ
③

産
業
振
興
条
例
を
制
定
せ
よ
。

市
長　
①
市
民
へ
の
産
業
の
必

要
性
の
理
解
促
進
と
、
事
業
所

の
地
域
貢
献
促
進
を
図
り
た
い

②
関
係
諸
団
体
と
連
携
し
支
援

等
を
し
て
い
き
た
い
③
ま
ず
は

三
鷹
市
産
業
振
興
計
画
の
施
策

を
推
進
し
て
い
く
。

議
員　
野
田
内
閣
が
進
め
る
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
悪
で
の

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
は
、
景

気
後
退
と
市
民
生
活
へ
の
深
刻

な
影
響
を
招
く
。
市
長
は
増
税

に
反
対
の
意
思
表
示
を
せ
よ
。

市
長　
国
政
で
の
議
論
の
動
向

を
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
。

議
員　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
）
参
加
は
、
都
市

農
業
・
医
療
・
食
品
安
全
等
へ

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
に
反
対
の
意
思
表
示
と

行
動
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
国
会
等
で
の
議
論
の
推

移
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
用
途
地
域
の
事
務
移
管

等
を
活
用
し
、
住
居
地
域
に
あ

る
工
場
の
そ
の
場
所
で
の
建
て

替
え
を
可
能
に
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
様
々
な
手
法
を
関
係
機

関
と
検
討
し
、
事
業
所
の
継
続

を
支
援
し
た
い
。

議
員　
市
内
産
野
菜
の
販
路
拡

大
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

市
長　
農
商
工
連
携
を
図
る
な

ど
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
公
契
約
条
例
を
制
定
す

べ
き
だ
。

総
務
部
長　
予
定
し
て
い
な
い

が
、国
等
の
動
向
を
注
視
す
る
。

教
育
部
長　
落
ち
着
い
た
環
境

で
個
別
指
導
を
充
実
で
き
る
な

ど
の
成
果
が
あ
っ
た
。

議
員　
三
鷹
市
の
小
・
中
一
貫

教
育
と
、
都
立
三
鷹
高
校
の
中

高
一
貫
教
育
と
の
間
に
あ
る
課

題
に
つ
い
て
認
識
を
伺
う
。

教
育
長　
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
課

題
が
あ
る
と
考
え
て
い
な
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉「
自
己
申
告
」

及
び
「
人
事
考
課
」
に
つ
い
て

照
表
の
欄
外
注
記
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
。

企
画
部
長　
公
社
の
残
債
は
市

の
負
担
で
、
公
債
費
に
準
ず
る

と
の
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
。

議
員　
新
川
防
災
公
園
整
備
事

業
に
係
る
広
報
で
、
公
債
費
の

減
少
傾
向
を
理
由
に
「
財
政
の

健
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
自
治
体
経
営
を
展
開

議
員　
少
子
化
を
食
い
止
め
る

に
は
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が

重
要
だ
。
子
育
て
家
庭
が
抱
く

不
安
を
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
や

施
策
に
よ
り
解
消
す
る
こ
と
が

最
優
先
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。

基
礎
自
治
体
で
あ
る
三
鷹
市
が

し
て
い
く
こ
と
が
可
能
」
と
示

さ
れ
た
。
公
社
の
債
務
を
含
め

ず
将
来
負
担
に
影
響
が
な
い
と

し
た
広
報
は
、大
変
な
問
題
だ
。

企
画
部
長　
公
社
の
債
務
を
加

え
て
示
す
こ
と
は
た
や
す
い
が

内
容
が
複
雑
に
な
る
こ
と
か
ら

あ
え
て
掲
載
し
て
い
な
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
オ
ー
プ
ン

ガ
バ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
こ
と
か
ら
全
て
が
始
ま
る

の
で
は
な
い
か
。所
見
を
問
う
。

市
長　
指
摘
の
と
お
り
だ
。
適

切
な
ニ
ー
ズ
調
査
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
、
今
後
の
事
業
計
画

の
策
定
に
当
た
り
た
い
。

議
員　
都
心
な
ど
市
外
に
勤
務

一
般
質
問

　

２
月
29
日
、
３
月
１
日
の
本
会
議
で
、

21
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

日
本
共
産
党
　
栗
原
　
健
治
　
議
員

杏
林
大
学
病
院
前
の

交
通
渋
滞
緩
和
策
を
講
じ
よ

日
本
共
産
党
　
岩
田
　
康
男
　
議
員

産
業
振
興
は
三
鷹
市
に

　
特
別
に
重
要
な
課
題
だ

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
嶋
﨑
　
英
治
　
議
員

教
員
の
労
働
環
境
を
改
善
し

健
康
と
働
く
意
欲
を
守
れ

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
野
村
　
羊
子
　
議
員

生
き
る
こ
と
を
支
援
す
る

　
　
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

に
じ
色
の
つ
ば
さ
　
半
田
　
伸
明
　
議
員

負
債
の
真
の
実
態
を

　
き
ち
ん
と
公
表
せ
よ

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
土
屋
　
健
一
　
議
員

保
護
者
・
地
域
・
警
察
等
と
の

よ
り
一
層
の
絆
づ
く
り
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
浩
司
　
議
員

子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

支
援
施
策
を
真
剣
に
考
え
よ

太宰治文学サロン

（
６
面
へ
続
く
）


